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取
扱
高
は
年
々
増
え
て
き
て
お
り
、
昨

年
は
農
業
全
体
の
６
割
を
占
め
ま
し
た
。

飼
養
頭
数
は
、
十
勝
の
全
人
口
の
１
・

３
倍
、
約
45
万
頭
と
、
畜
産
で
も
日
本

有
数
の
地
域
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

　
「
十
勝
の
ミ
ル
ク
は
、
モ
ノ
が
違
う
」

大
手
乳
業
メ
ー
カ
ー
の
役
員
が
、
そ
う

言
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
乳

質
や
成
分
が
優
れ
て
い
て
、
一
段
と
お

い
し
く
感
じ
る
の
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、

生
乳
の
生
産
量
が
全
国
的
に
減
少
し
て

い
る
中
で
、
十
勝
の
生
産
量
が
安
定
し

て
い
る
こ
と
も
、
常
に
上
質
な
生
乳
を

大
量
に
調
達
す
る
必
要
が
あ
る
大
手
企

業
に
と
っ
て
は
、
重
要
で
心
強
い
と
も

言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
と
と
し
か
ら
民
間
企
業
と
共
同
で

始
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
十
勝
で

発
見
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
乳
酸
菌
を

用
い
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
「
な
つ

ぞ
ら
」
の
ロ
ゴ
や
「
十
勝
」
の
文
字
が

大
き
く
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
、
パ
ン
や
チ
ー
ズ
な
ど
、
十
勝
の

原
料
を
使
い
、
名
称
に
も
「
十
勝
」
が

使
わ
れ
た
商
品
を
全
国
展
開
す
る
企
業

が
増
え
て
い
ま
す
。「
食
」
や
「
農
」
と

い
っ
た
十
勝
の
豊
か
な
資
源
の
価
値
が

認
め
ら
れ
、
さ
ら
な
る
付
加
価
値
向
上

に
結
び
付
い
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

外
か
ら
も
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
、
私

た
ち
に
自
信
と
誇
り
を
与
え
て
く
れ
る

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
価
値
に
対
す
る

気
付
き
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。「
な
つ

ぞ
ら
」
の
放
送
を
通
じ
て
、
十
勝
・
帯

広
の
魅
力
や
可
能
性
が
さ
ら
に
広
く
伝

わ
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
16
日
に
は
、
大
自
然
の
下
の

農
業
や
食
の
恵
み
を
体
感
で
き
る
「
八

千
代
牧
場
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

緑
豊
か
な
高
原
で
、
少
し
早
い
夏
空
が

見
ら
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

４
月
か
ら
、
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
な

つ
ぞ
ら
」
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
番
組

の
イ
メ
ー
ジ
ポ
ス
タ
ー
に
写
っ
て
い
た

の
は
、
笑
顔
の「
な
っ
ち
ゃ
ん
」と
ツ
ー

シ
ョ
ッ
ト
の
存
在
感
た
っ
ぷ
り
な「
牛
」

で
す
。
ド
ラ
マ
の
序
盤
は
、
牧
場
や
酪

農
の
シ
ー
ン
が
多
く
、
ロ
ケ
の
場
所
や

地
元
の
牛
た
ち
が
登
場
し
て
い
る
こ
と

も
、
話
題
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

帯
広
で
牧
場
と
い
え
ば
「
八
千
代
牧

場
」
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
十
勝
幌ポ
ロ

尻シ
リ

岳
の
裾
野
に
広
が

る
敷
地
は
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
お
よ

そ
１
２
２
倍
に
も
な
り
ま
す
。
正
式
に

は
、「
八
千
代
公
共
育
成
牧
場
」
と
い

い
、
国
営
事
業
と
し
て
、
自
給
飼
料
の

生
産
拡
大
や
畜
産
農
業
の
牛
を
育
成
す

る
目
的
で
、
昭
和
57
年
に
完
成
し
ま
し

た
。
今
も
夏
に
な
る
と
、
延
べ
12
万
頭

を
超
え
る
牛
が
、
草
を
は
む
様
子
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

帯
広
で
は
、
畑
作
が
盛
ん
で
す
が
、

十
勝
管
内
に
お
け
る
畜
産
部
門
の
農
協
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八千代牧場で夏空を

おびひろ
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柏
林
台
出
張
所
の

建
設
を
開
始
し
ま
す

２
０
２
０
年
９
月
頃 

運
用
開
始

訓
練
や
研
修
施
設
を
充
実

　

柏
林
台
出
張
所
は
、
消
防
職
団
員
の

訓
練
研
修
施
設
と
し
て
、
西
出
張
所
の

約
２
倍
の
敷
地
面
積
を
確
保
し
、
敷
地

内
に
鉄
骨
製
の
訓
練
施
設
を
併
設
し
ま

す
。
さ
ら
に
研
修
室
も
備
え
る
た
め
、

住
民
向
け
の
救
命
講
習
や
、
防
火
・
防

災
訓
練
の
実
施
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

６
月
か
ら
柏
林
台
出
張
所
の

建
設
工
事
を
開
始

　

柏
林
台
出
張
所
は
、
６
月
か
ら
建
設

工
事
を
開
始
し
、
来
年
６
月
の
完
成
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
移
転
作

業
を
行
い
、
来
年
９
月
頃
に
運
用
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。
工
事
期
間
中
の
消

防
車
両
の
配
置
な
ど
は
こ
れ
ま
で
と
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、
柏
林
台
出
張
所
の
運

用
開
始
に
伴
い
、
西
出
張
所
と
緑
ヶ
丘

出
張
所
は
閉
所
し
ま
す
。

と
か
ち
広
域
消
防
局
消
防
救
助
課
（
西
６
南
６
、
消
防
庁
舎
３
階
、

☎
26
・
9
1
2
2
）

　
西
出
張
所
と
緑
ヶ
丘
出
張
所
を
統
合
し
、
柏
林
台
地
区
に
新
た
に
柏
林
台
出
張

所
を
建
設
す
る
工
事
が
、
６
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

消
防
出
張
所
を
統
合
し

機
能
強
化
を
図
り
ま
す

　

建
築
か
ら
50
年
以
上
経
過
し
、
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
帯
広
消
防
署
西
出
張

所
（
西
19
北
１
）
を
、
柏
林
台
出
張
所

と
し
て
柏
林
台
西
町
に
移
転
新
築
す
る

と
と
も
に
、
緑
ヶ
丘
出
張
所
（
緑
ヶ
丘

東
通
西
１
）
と
統
合
し
、
消
防
活
動
の

拠
点
と
な
る
施
設
と
し
て
の
機
能
強
化

を
図
り
ま
す
。

各
種
災
害
へ
の
初
動
体
制
を
強
化

　

柏
林
台
出
張
所
は
、
大
規
模
な
地
震

に
耐
え
る
十
分
な
強
度
を
備
え
、
停
電

時
に
お
い
て
も
施
設
の
機
能
を
維
持
で

き
る
よ
う
非
常
用
発
電
設
備
を
設
け
ま

す
。

　

ま
た
、
市
消
防
団
帯
広
第
３
・
４
分

団
詰
所
を
併
設
し
、
消
防
職
団
員
や
消

防
車
両
を
集
結
さ
せ
、
各
種
災
害
へ
の

初
動
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

概　要
建設地：柏林台西町2丁目1　ほか
敷地面積：5040㎡
庁舎建築面積：639.85㎡
庁舎延べ面積：914.88㎡
構造：２階建て
建 設 期 間：2019年6月 〜 2020年6
月（予定）
運用開始：2020年9月頃
配置車両：水槽付消防ポンプ自動
車2台、消防ポンプ自動車（消防
団）2台、非常用救急自動車1台

柏林台出張所の主な特徴
・一般的な建築物の 1.5 倍の耐震性能を確保。
・停電時においても消防活動の拠点となる施設としての機能を維持す

るため、非常用発電設備を設置。
・ホース乾燥塔の壁面にはしご訓練、ロープ訓練の設備を設置。
・地域住民を対象とした応急手当普及講習などができる研修室を設置

するとともに、防火・防災訓練の実施に十分な敷地面積を確保。
・消防職団員の訓練研修施設として、西出張所の約 2 倍の敷地面積を

確保したほか、敷地内に鉄骨製の訓練施設を併設。
・施設の省エネルギー化を推進するため、LED 照明器具や太陽光発電

設備を採用。

完成予想図

柏林台西町２丁目

弥
生
新
道

建設予定地

柏林台西町１丁目

帯広市休日夜間
急病センター

市立すずらん
保育所

配置図

2020
年

運用開
始 帯広消防署  柏林台出張所


